












































































ルシウムをイオン交換水 30 ml の入ったビー
カーに入れ攪拌する。この懸濁液に酸を添加
し，溶液が透明になるように調整した。この
時の pH は 2～4 である。この溶液に水酸化ナ





















 リン回収実験は，[PO43-]0 = 50 mg/l のリン酸
二水素カリウム（関東化学株式会社製，試薬




















オン溶液 500 ml に，合成した回収材 0.5 g を
投入し，マグネティックスターラーを用いて
攪拌した。所定時間ごとに溶液を 1 ml 採取し，
ミリ Q 水で 10 倍希釈することにより，全量










 ク溶性試験を行った回収材は，300 mg/l の
リン酸イオン溶液 3L から，本研究で製造し
た MN1/10[650]を 3 g を投入し，70 時間リン
回収試験を行ったものをろ過，風乾したもの
を使用した。溶出試験及び溶出したリンの定













の比表面積は，籾殻では 2.3 m2/g であったも
のが，炭化処理した試料 MC[650]では約 100
図７ 













































収材投入から 70 時間で，回収材 1g 当たり 75 mg
のリン酸イオンを回収していた。この試料 1g





























 図 13 の回収装置に前述したリン回収材
MN1/10[650]を 400L 充填し，同水路の水を 1～
10 L/min の速度で導入し，試験を行った。その
結果を図 14 に示す。リン湧出水のリン濃度は
PO4-P mg/L で約 1.8 mg/L であるが，浄化後の濃
度は約 0.5 mg/L と約 1/4 の濃度に減少した。ま
た，水質汚濁の指標である COD（化学的酸素要
求量）についても同時に調査したところ，湧出













カリが各 8%含有している 8-8-8 を使用した。栽
培はワグネルポット 1/2000(15L)を使用し，化成








リン吸着後のもみ殻 1g あたり，リンが 20 mg
含まれるものを 30g（P 施肥量 0.6g），硫安 2.1g
（窒素 21%），塩化カリウム 1.0g（カリウム 60%）
を上記土壌に混合した。このような条件で栽培
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